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 アジア防災センターがモルディブの早期警  
報システム調査を実施 

 
2005 年 6月 17日から 7月 1日にかけて栗田主任
研究員を代表とする調査団が、UNDP モルディブの
要請により、モルディブ国の早期警報システム調査
を実施しました。 
本調査の目的は、以下の通りです。 
(1)早期警報システムに関する関係省庁の現状を調
査すること。 
(2)現状の早期警報システムの問題点を抽出するこ
と。 
(3)モルディブにおける早期警報システムの有効性
を高めるために必要な取り組みおよび資源／資
材を提言すること。 
モルディブは独特な地勢を有する国です。例えば、
数千にもおよぶ島々から構成され、その内、およそ
200 の島に住民が居住しています。標高の最も高い
所でも 1.3 メートルで、平坦な低地国です。したが
って、早期警報システムもこれらの特徴に適合した
形で設計されなくてはなりません。 
調査団は 15 の省庁・関係機関を訪問し、ヒアリ
ングを行いました。また、効率的なシステム構築を
提言するため、人々の津波や防災に関する意識を調
べるアンケート調査を実施しました。本調査では、
住民から 1,061、行政官からは 182 の標本を収集し

ました。 
 8 月 29 日には、首都マーレにおいてナショナ
ル・ワークショップを開催し、調査団によって調査
結果が報告されました。各省庁、国連、赤十字社な
どからの参加者からは、早期警報システムや防災に
関する意見が述べられました。 
な お 、 こ の 件 に 関 し ま し て は 、 栗 田
(kurita@adrc.or.jp)までお願いします。 
 

 ADRC客員研究員レポート 
  マリア・ゴー研究員（フィリピン） 
 
 私が防災に興味を持ったのは、小学生の時で、ミ
ンダナオで発生した津波災害へのボランティア活

動を行った時でした。多くの人々が家を失った光景
や、食べ物や家が海の上に浮いているのを見て、強
い衝撃を受けました。 
 その後、私は長年マーケティングの仕事に関わっ
てきましたが、1997 年に内務自治省 (DILG)下にあ
る地方自治開発局に入局
し、国家災害調整委員会・
技 術 管 理 グ ル ー プ
(NDCC-TMG)で、DILG の代
表を務めました。 
 DILG は、郡、市、町、
地域レベルでの地方災害
調整委員会の編成やその
機能を監督し、開発計画に
おける地方政府のための
指針を作成する責務を負
っています。私の担当は、国家災害調整委員会・技
術管理グループのメンバーと協力して、政策及びプ
ログラムの開発、トレーニング管理、モジュール開
発を行うことです。 
 
 フィリピンは、地理的に、台風の通過ルートとユ
ーラシアプレートと太平洋プレートの間にある環
太平洋火山帯に位置することから、洪水、地滑り、
竜巻、地震、津波といったあらゆる自然災害による
被害を受けやすい国であるといえます。また、海難
事故、紛争、ごみ山の崩落、疫病といった人為的災
害もあります。災害は、救援や再建のための活動に
何十億ペソも支出させ、何年にもわたる政府の開発
努力を損なう力を持っています。しかし、自然災害
は、フィリピン人の生活の一部であります。だから
こそ、私たちは、自然災害との共存方法について学
ばなければなりません。 
 ハザードによる影響を軽減するために、大統領命
令 1566 が 1978 年 6月 11 日に発布され、政策策定・
調整・監視機関として、国家レベルにおける最高の
権限をもつ NDCC が設置されました。その目的は、
フィリピンにおける災害管理能力の強化や、災害へ
の備えのための国家プログラムの創設です。NDCC
には、NGO や学界に加え、国家機関の全ての長で構
成されています。この法律はまた、地域災害調整委
員会や地方災害調整委員会を、郡、市、町、地域レ
ベルで設置することを想定しています。 
 防災の分野では、他の体験から学ぶことがとて
も大切です。私は、当センターの客員研究員として
2005 年 7 月に来日して12 月まで滞在する予定です
が、日本や ADRC メンバー国における多様な防災ア
プローチについての知識や技術を更に習得し、地域
間での防災協力を促進したいと思っております。ま
た帰国後は、それを母国に貢献したいと考えており
ます。 


